
・ページ最下部の をクリックすると自動的にダウンロードが開始されます。

GP2 + WET150 Manual

1.DeltaLINK Version 3.9のインストール

2.WET150→GP2への配線(配線はSMSC/sw-05一本のみ）

ダウンロード後、PCへインストール、DeltaLINK Softwareを起動します。
起動直後のSoftware画面は下記の通りです(GP2とPCを接続していない為ロガー情報はブランクになっています)。

・Delta-T DeltaLINK Logger softwareを下記URLよりダウンロードして下さい。

・GP2には黄色で囲まれたSDI12専用チャンネル基盤があります。

接続方法（内蔵電池で使用する場合）
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3.PCとGP2を接続時のトラブルシューティング
GP2を接続するとPCが即座にGP2を認識する時と認識しない時があります。特に初めて接続時は困る事が多いです。
認識しない時の解決方法を説明します。

認識しない時の解決方法
1.画面下のConnection Details...を選択します。

2.New connectionを選択しOKをクリックします。これだけで解決することもあります。

3.Step2で解決しない時はNew connectionを選択した後にRemoveをクリックして消します。

4.New Connectionが消えた画面になります。

5.Addをクリック→Connection Propertiesが表示されます。→Detailsタブを選択しCOMが表示されていますのでOKをクリックして完了です。

この作業でもダメな場合は、Detect USB port...をクリックして指示に従いUSBケーブルを抜き差することにより解決します。

認識した時にはこの様にステータスが表示されます。〇 ×認識しない時にはこの様にUnknow deviceと表示されます。
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コマンド入力後にセンサーからの
応答メッセージが表示されます。
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4.各種設定
WET150とGP2を接続
WET150とGP2を接続すると以下の画面が表示されます。この時にSetClockを押しPCの時刻をロガーに読み込ませます。

WET150設定の準備

コマンド

1.メニューバーのToolsを選択します。
2.SDI-12を選択
3.Transparent modeを選択
4.Transparent mode terminalが表示されます。
5.[Send]横のボックスに決められたコマンドを入力します。
6.コマンド入力後に応答メッセージが表示されます。

①

② ③

④
⑤

⑥

各WET150にアドレスを設定する必要があります。この時SMSC/sw-05ケーブルに使用するWET150を１個ずつ接続して設定します。(複数のセンサーを同時に接続し設定は不可)
例えばセンサー4本ある場合、４回以下の設定を行ってください。

手順

センサーAddress

メーカー
センサー型式

バージョン

シリアル番号

SDI12バージョン番号

2.センサー詳細確認(Address「a」のセンサーと仮定)

・コマンド入力BOXにaI!を入力しEnterを押します。
・センサーの応答メッセージにa13Delta-T WET150v01 D1234567のような長いメッセージが表示されます。

1.センサーAddress確認（接続するWET150のアドレスを確認する必要があります。)
GP2データロガーとセンサーを１個繋げる→コマンド入力BOXに?!を入力する→応答メッセージが表示されます。

・例えば?!aというメッセージが表示されたらそのセンサーAddressは「a」という事になります。

接続する全てのWET150に異なるAddressを付けて下さい。
WET150を同じAddressで登録するとSDI12ネットワークが機能しないのでご注意ください。

4.Address動作確認(Address[a]を[b]に変更したと仮定)
・コマンド入力BOXにb!を入力しEnterを押します。
・センサーの応答メッセージが[b]と表示されればAddressが正常に読み取られているかの動作確認完了です。

5.Address変更後にセンサー本体にAddressラベルを貼ることをお勧めします。

各センサーにAddressラベルを貼ることをお勧めします。

・使用可能Address:0~9, a~z, A~Z

3.Addressの変更(メーカ出荷時に全てのAddressが0に設定されている為、必ずAddress変更をして下さい）
・例えばAddress 「a」を「ｂ」に変更したい時は、コマンド入力BOXにaAb!を入力しEnterを押します。
・センサーの応答メッセージにbと表示されたらAddressが「a]から「b」に変更されたことを意味します。

WET150v01 D1234567

Address
a

Address
0

Address
0

Address
0

Address
0

Address
b

Address
c

Address
d

1個ずつGP2に接続し全てのセンサーAddressを変更
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5.測定プログラム設定
センサーとAddressのプログラム設定
1.Programタブを選択すると以下の画面が表示されます。
2.右上のChangeタブをクリックしプログラム変更を行います。
3.Measurementにある"click to add new item"を選択して下さい。
4."click to add new item"を選択後Soil moisture→WET150(complete)を選択します。

5.WET150(complete)を選択後に表示画面が下記のように変わります。ここで右画面のInput欄を見て下さい、GP2のデフォルトではAddressが0のままなのが確認できます。
各種設定でのAddress変更したアドレスとは違うAddressになっていますので、ここで接続するセンサーのAddressを指定する必要があります。

この設定は忘れないようにお願い致します。
例ばAddress[0]から[b]に指定します。確認メッセージが出るので”はい”を選び完了です。Addressがbに変更されたことを確認しApplyボタンをクリックして完了です。
マウスをAddressに合わせると、アドレスが選択可能になりますので指定するAddressを選択して下さい。

6.センサー2個目からのセンサーとAddressのプログラム設定

1.Programタブを選択
基本的には1個目の設定と同じです。（以下の手順を追加センサーの数だけ行います。）

2.Changeタブをクリックしプログラム変更を行います。
3.Measurementにある"click to add new item"を選択。
4."click to add new item"を選択後Soil moisture→WET150(complete)を選択します。
5.Address変更も忘れずに行ってください。
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8.プログラムファイル名
プログラムファイル名はデフォルトの場合Empty GP2 programとなっています。ユーザー自身が分かるようにプログラム名も変更することをお勧めします。
1.Programを選択します。
2.右画面にNameを選択。
3.本マニュアルではTESTに変更しました。
4最後にApplyをクリックし完了です。

7.インターバル設定
1.右上のChangeタブをクリックしプログラム変更可能な状態にします。
2.画面右のRecording rateを選択し任意で変更をして下さい。 で数字変更で Seconds,Minutes, Hours ,Daysを選択
3.インターバルが決まったらApplyボタンで設定内容を保存します。

9.Soil Type設定
体積含水率(VWC)計測時に土壌の種類を設定することも可能です。
1.Thetaを選択します。
2.右画面のCalculationを選択。
3.Soil typeを選択。
4.任意で種類を選びApplyをクリックし完了です。
複数のセンサーを接続しSoil Typeを統一する場合、必ず全てのThetaでの
Soil Type設定を忘れずに行ってください。



10.Measurement nameの変更
複数のセンサーを接続した時にユーザー自身が分かるようにセンサーごとに名前を付けることが可能です。以下のセンサーを4個接続した例です。
1.変更したいセンサーを選択します。（この場合一番上のTheta）
2. ThetaのAddressは[a]で登録したのでTheta a に変更します。Measurment nameを選択し、ThetaをTheta aにキーボードを使い変更します。

5.同様にSoilTempをSoilTemp aに変更します。

6.最後に 表示されているECpをECp aに変更します。変更しても は消えていません。× ×
7.右画面のCaluculationを開きPermittivityとTemperatureを見て下さい。ECpの演算に使用するPermittivityとTemperatureが変更前のThetaとSoilTempのままになっています。
これがエラーマークの原因です。それぞれをTheta a、 SoilTemp aに変更して下さい。

3. Theta aに変更されました。
4. Ecpの横に が表示されます。これはエラーを意味しますがこのままにしておいて下さい。×
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8. ECp横のエラーマークが消えました。

9. Recoringsにエラーマークが表示されていますので修正します。
10. Recoringsを選択し、右画面のRecorded Mesure..を開きTheta a等の名前を変更したものに必ずチェックを入れOKを選択します。

11.エラーマークが消えましたのでこれでApplyを押し完了します。各センサーこの手順通りに設定して下さい。



11.センサー動作確認
全ての設定が終了後に、動作確認を行います。

2.センサータブを選択し。右上のRead Nowをクリックします。

3.WET150のピンを握ったり離したりして動作確認をしてください。

4.動作に問題なければCancelボタンをクリックし完了です。

1.WET150をケーブルに繋ぎます。(この時、センサーを１個ずつもしくは２個を接続し確認することをお勧めします。）
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12.計測開始
USBケーブルがPCに繋がっている状態を仮定し説明いたします。

2.全てのセンサーを数珠繋ぎで接続します。
3.Loggerタブを選択します。
4.Startボタンをクリックします。
5.USBケーブルをPCから外し完了です。

1.動作チェックやプログラムの設定が完了

13.計測終了

2.全てのセンサーを数珠繋ぎで接続します。
3.Loggerタブを選択します。
4.Startボタンをクリックします。

3.Stopボタンをクリックし完了です。

5.USBケーブルをPCから外し完了です。

1.GP2とPCをUSBケーブルで繋ぎます。
2.DeltaLinkを起動させます。

1.動作チェックやプログラムの設定が完了



14.データ回収
1.計測終了(stopクリック)後にDatasetを選択します。
2.Fileを選択しSaveを選択します。この時、保存ファイルの種類はDeltaLINK Dataset (.dt6)で保存されます。
DeltaLINK Dataset (.dt6)はこのソフトウェア上で観覧できるファイルです。CSVファイル等のファイルへ変換することは次項をご覧ください。

このファイルが保存場所に表示されます。

1.保存したDeltaLINK Dataset (.dt6)を開きます。Fileを選択しSave As...を選択します。ファイル保存画面でCSV等のファイルが指定可能です。

csvファイルイメージ

15.データ回収 (CSV等のファイルで保存)
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